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区長（本部長）須坂市

•台風情報の確認台風の接近
早期注意情報【中】
以上の発表
(流域警戒ステージ
１立ち上げの連絡)

1
注意
を

向ける
（3～５
日前）

•持ち出し品等の準備
•支援者への連絡（要支
援者）

台風の接近
長野県気象情報で
北部・中部に、48
時間以内に多いと
ころで150ミリ程
度の雨量が予想
（流域警戒ステージ
2移行の連絡）

2
対応
方針
を決
める
（2日
前）

•自宅の浸水対策の実施
•低い場所にある家財の
移動

39時間先流域平
均雨量予測結果
（流域警戒ステージ
3移行の連絡）

3
対応
開始
（1日前
～当
日）

自主避難所開設の
連絡

高齢者等避難

4
避難
実施
（当日）

•避難開始避難指示

•避難の徹底
•外への避難が難しい場
合は自宅等の高い場所
へ退避

緊急安全確保5
避難
徹底
（発災）

当役・組長等は区長よりステージの情報を得て
危機感を共有し、連絡体制を確保する

•要援護者へ避難準備の
連絡開始を指示

•オープンチャットで呼び
かけを行う

•民生委員・保健補導員
は、災害時要援護者の
家族や近隣者等と連携
を密にし、要援護者の
行動予定等の確認を
行う。

•必要に応じて保健補導
員はグループLINEで
確認状況を共有し、結
果を民生委員へ報告

•千曲川流域警戒ステー
ジを伝達

•市役所・消防本部へ統括本部設置の連絡

組長は不在家庭に連絡
し、所在確認を行う

支援活動を終了し、全員避難を徹底。
避難情報解除まで戻らない。

•全住民に避難指示を
伝達

•避難指示発令の伝達

•当役にステージ１を伝
達 •当役から組長以下に連絡網で伝達

•当役・組長、民生・児童
委員等に対策本部設
置の可能性がある旨
を伝達（連絡体制の確
保）

•緊急組長会議を招集
（民生委員、保健補導
員も含め参集する）

•状況を報告し、安否情
報集計表を配布

•当役は自主避難開始
を放送で周知（高齢者
等避難、その他市から
の情報）

•当役から組長、以下連
絡網で伝達

•組長からの報告をまと
め、統括本部へ組の状
況を報告する

•当役・組長等に高齢者
等避難発令、その他市
からの情報を伝達

•高齢者等避難発令の
伝達

•当役は放送で周知（避
難指示、その他市から
の情報）

•当役・組長等に避難指
示発令、その他市から
の情報を伝達

•社協へ電話し、配車を
要請

•オープンチャットで確
保した車両保有者へ支
援要請

•当役は各組長へ連絡し、
安否情報集計表を配
布

•当役は組長・自主避難
者からの報告をまとめ、
本部へ状況を報告

•電話で要支援者へ避
難開始の連絡
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•防災行政無線で避難
指示を周知

•千曲川流域警戒ステー
ジを伝達

•当役・組長等にステー
ジ2を伝達

•当役は防災行政無線で周知（ステージ2、災
害統括本部設置、組長会議の予告）

要支援者対応

情報の流れ
行動の時期が
流動的な項目

•千曲川流域警戒ステー
ジを伝達

•当役・組長等にステー
ジ３、市からの情報（河
川状況等）を伝達

•当役は防災行政無線
で周知（ステージ３、河
川情報等）

•当役・組長等に自主避
難要請・避難情報予告、
その他市からの情報を
伝達

•当役は自主避難開始
を放送で周知（避難情
報の予告、その他市か
らの情報）

•自主避難の開始
•自主避難者は組長へ避
難先・人数を伝達

•土木係に排水機場の
稼働予定を伝達

•水門閉鎖の指示が
あった場合はその旨を
伝達

•道路河川課の指示に従い、
水門の開け／閉めを行う

•避難指示の情報でその場
から退避（水門はその時の
状態のままにしておく）

• 排水機場が稼働予
定の際

•民生委員は避難所に
家族の車で行く人、車
の手配が必要な人に
分類

•社会福祉協議会に電
話し、車の手配（人数
等）を連絡

•必要に応じて保健補
導員はオープンチャッ
トで避難支援車両確保
を依頼

•本部へ結果を連絡

•地域見守り安心ネット
ワークの安否情報集計
表へ記録（2枚中1枚
は統括本部へ）

•組長から班長、以下連
絡網で伝達

•自主避難所開設時には
緊急組長会議を行うこ
とを予告

•戸別訪問または電話
で安否情報を集計

•車の手配を確認
•助けの必要な家族を
確認

•班員の状況を当役に
報告する

•避難状況の集計を行
う。（ LINEオープン
チャット投票機能を活
用）

•対策本部の移転準備
を指示

•道路河川課から区長
へ排水機場の稼働予
定を伝達。

•必要に応じて水門閉
鎖の指示を行う。

地区内での支援を終了し
安全な場所へ避難後に避難者の確認と集約を行う

•消防団は区の総括本
部に団員を派遣

•消防団は車両スピー
カー等による避難広報
の支援

•避難状況の共有
•要支援者対応状況の
とりまとめ

•避難情報発令の予告
•避難所開設の連絡が
あった場合

•市から避難経路の情報
を収集し、危険がない
かを確認する

•区長から当役へサイレ
ンを鳴らす指示、消防
団へ半鐘を鳴らす指示

•当役はサイレンを鳴ら
して避難指示を周知 •消防団は半鐘を鳴らし

て避難指示を周知

•区長は災害統括本部設
置の指示

•気象や千曲川水位の情
報を確認し、杭瀬下観測
所の水位に注意する

•収集した情報は役員で
共有する

• 避難開始（要支援者）
• 避難準備（一般住民）
•避難者は組長へ避難
先・人数を伝達

•電話で要支援者へ避
難開始の連絡

• 危険な場所にいる住民
は全員避難開始

• 避難する際は、隣近所
で声を掛け合う
（緊急であることを共有
する）

• 避難完了を組長に報告
する

• 要支援者は支援者と
一緒に避難する

• 支援者は避難の完了
を組長へ報告する

• 要支援者の避難支援
について、新・地域見
守り安心ネットワーク
をもとに役員や要支援
者と調整の上、避難支
援を行う。

•避難所では、役員や地
域住民が協力しながら
受け入れ対応や環境
整備、必要に応じて要
支援者のケア等を行う

•区長・当役・組長は緊急組長会議に参加するよう
連絡・共有

•組長から班長、以下連
絡網で伝達

•組長から連絡網で伝
達

長野県地域発元気づくり支援金活用事業


